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1.自己紹介
◯名前 菊池凜也（きくち りんや）
略歴
1997年 宮城県仙台市生まれ
2018〜2020年 聖和学園短期大学保育学科入学
2020〜2021年 仙台市内の保育園に勤める
2020年 お笑いコンビ「すまいるわんだーらんど」

伊藤と共に結成/開業
2021〜2025年 仙台市内の児童館に勤める
2025年4月〜現在 大郷町地域おこし協力隊着任



◯そもそも【すまいるわんだーらんど】とは？
◯「すまいるわんだーらんど」は2020年に

地域おこし協力隊菊池・協力隊OB/サポーター伊藤で
結成/開業。現在は3名で活動中。

元保育士・幼稚園教諭としての経験を活かし、
幼稚園・保育園の園内行事や町内イベント等の出演を
中心に子ども達に笑顔を届ける活動を行っています。

・有機野菜を育てる「風福農園」
・暮らしの困り事をサポートする「便利屋すまいる」
事業も展開し、地域に寄り添った幅広い活動も実施し

ています。
私達は子どもたち、地域の大人、まちをつなぐ

そして地域の中で人と人を結ぶ「小さな架け橋」の
ような存在であり続けたいと考えています。



2.大郷町に移住した理由
◯2022年に伊藤が地域おこし協力隊として大郷町へ

移住したことをきっかけに、町に関わる機会が増えた。
しかし、協力隊から定住した事例は伊藤のみで、

町民からの認知も十分とは言えない状況だと感じた。
一方、都市部に農業等に挑戦したくても環境が整わず

夢を諦めている若者も多いと感じ、
そうした若者が挑戦できる移住者コミュニティを大郷町

につくりたいと思い、移住をした。



3.活動振り返り



◯エンタメ（地域おこし協力隊による主催イベント）
▶2025年10月から若いチカラ（発信・企画・機動力・新しい視点）と

町のチカラ（土地・人・技・歴史）を掛け合わせたイベントを毎月1回開催。
◯風福農園×サツマイモの収穫体験を主とした

「いもほりワンダーランド」を開催。

10月16日開催「いもほりワンダーランド」総勢64名参加



11月22日・12月20日開催。総勢424名参加

◯農事組合法人《天神ファーム》とのコラボ企画
「ねぎほりワンダーランド」を2回開催。



11月22日・12月20日開催。総勢37名の参加。

◯親子交流イベント「すまいるわんだーらんど」開催。
元保育士のキャリアを活かした企画を実施。



今後も月一で定期的に開催予定。
1月18日・2月22日開催。総勢600名以上の参加。

◯”道の駅おおさと“2Fにて親子向けイベント「すまいるわんだーらんど」開催。
また2月22日は「みどり会」×「ずんだ」コラボイベントも実施。

ずんだ
仙台の情報を発信する
仙台非公式キャラ。

SNSの総フォロワーは6万超え！



子どもの「やってみたい！」と思う気持ちを作る仕掛けを用意。
保育士資格を持つ協力隊2名とOB1名で親子が交流できる“第三の居場所作り”を

目指す。

《木製マグネット＆ガーランド作り》

◯「すまいるわんだーらんど」各コーナーの様子

《お菓子のつかみ取り》 《ワイワイ広場の様子》



◯2025年10月〜2026年2月まで計6回のイベント開催。
全イベントの合計集客数はおよそ1,000名以上の集客。

これは大郷町の総人口7,383人（2025年10月時点の人口）の
約15%が一度は来た計算。



※参加者アンケートおよび当日利用状況を基にした自社調査による概算
■ねぎほりワンダーランド
（ねぎ詰め放題：1袋1,500円）

▶参加状況
参加組数：167組（1組：大人1人子ども1人想定）

▶1組あたり地域消費額（概算）
【項目】 【金額】

・体験参加費（ネギ袋2袋） 3,000円
・昼食代 2,000円
・お土産代・道の駅での買い物 2,000円
合計 約7,000円/組

167組×約7,000円＝約1,169,000円

■すまいるわんだーらんど

▶1組あたり地域消費額（概算）
▶参加状況
（入場料無料）

参加組数：87組（1組：大人2人子ども1人想定）

【項目】 【金額】
・昼食代 2,000円
・お土産代・道の駅での買い物 2,000円
合計 約4,000円/組

87組×約4,000円＝約348,000円

約1,517,000円（約151万円）の地域内消費を創出！



◯便利屋すまいる
◯2025年4月に地域住民の生活課題解決を目的とした生活支援サービス

「便利屋すまいる」開業。
下記の写真の様な多岐にわたる依頼の対応。

〈草刈り・収草〉 〈防草シート貼り〉〈旅行中の愛犬のお世話〉〈便利屋すまいるのチラシ〉〈すくすくゆめの郷こども園へ
人材派遣〉



〈雨どい掃除〉 〈コンクリ補修〉 〈草刈り・収草〉〈防草シート貼り〉〈畝立て・マルチ貼り〉

◯開業後、１年足らずで依頼件数100件突破。
また依頼された方々の7〜8割が大郷町内にお住まいの方。

⬇
“地域住民の生活課題解決を担うサービス“として一定の需要がある。



◯野菜作り

◯風福農園：大郷町の豊かな自然と調和し、栽培期間中は農薬・化学肥料不使用で栽培しています。
野菜本来の味と香りを大切にした安心の美味しさをお届け

◯志賀・伊藤と共に管理している風福農園では有機栽培の野菜を
〈植え付け・栽培管理・収穫〉を行い、県内のイベントでは

大郷町のPRを兼ねて直接販売を行っている。



◯イベント（出店）
◯「すまいるわんだーらんど」・・イベントのMCやネタ披露
「風福農園」・・大郷産の野菜をイベントで直売

多方面の角度（食やエンタメ）から町内外への大郷町のPRを行なっている。

〈おおさと秋祭りでMC〉〈野菜の直売〉 〈地域おこし協力隊フェス〉〈大郷小学校で講演会〉



その他にも、鹿島台で開催している【互市】に大郷町から数年ぶりに出店。
また有機野菜だけでなく

町内の地元生産者様（柴りんご園の焼肉のタレ・熊谷農園のりんご）にも
ご協力いただき、委託販売を行いました。

〈互市の販売の様子〉



◯その他（メディア系）
◯今年1年間で各TV・新聞に取り上げていただいたメディア。

《tbc東北放送「ウォッチン！みやぎ」》
《khb東日本放送「突撃！ナマイキTV」》

《khb東日本放送「みやぎふるさとCM大賞」》
《河北新報にイベントの掲載》

〈みやぎふるさとCM大賞〉 〈突撃！ナマイキTV〉



◯その他（メディア系）

〈河北新報によるイベントの掲載〉〈tbc東北放送「ウォッチン！みやぎ」〉

◯本活動はテレビ・新聞など複数のメディアに取り上げられ
地域の情報発信・認知向上に貢献した。



◯その他（情報発信）
◯発信力・拡散力を活かし、自身のSNSだけでなく

県内で活動するタレントやYouTuberの継続的な地域情報を発信・大郷町へ
招致。認知度向上と話題創出を図り、継続的な交流人口の増加へ繋げる。



4.今後について
今後はイベントや活動を通して「すまいるわんだーらんど」の

エンタメ×地域密着型を掛け合わせて、交流人口増加へと繋げていきたい。
また、次年度は今より確実にする為に以下の目標を設定します。

【目標】
①SNSの発信力の強化

②便利屋すまいる・風福農園を通じた地域連携の強化
③自身のオリジナルの武器を見つける



まずは、このように活動を報告出来る機会をいただき
本当にありがとうございます。

大郷町に移住して約一年。人生の中で間違いなく一番濃く、そして
挑戦に満ちた時間を過ごさせていただいています。

これからも大郷町と共に挑戦し、共に成長し、町民の方から
「すまいるわんだーらんど」そして“私”がより必要と思っていただける存在に

なれるよう、全力で取り組んでまいります。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。

終わりに

大郷町地域おこし協力隊
菊池凜也


